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これからの市民活動のあり方をめぐって
心のバリアフリー市民会議　　岡部耕典　   koka@eft.gr.jp
障害のある人と共に生きる　イナッフ・フォア・トゥデイ？　http://www.eft.gr.jp/
吉祥寺の店の名前（たまりばカフェ・飲み屋・ベーカリー）

インターネットサイト及びメーリングリストの名前

市民会議　  心のバリアフリー市民会議　http://www.eft.gr.jp/kaigi/
「心のバリアフリー」を中心に「まちづくり」を目指す市民団体

心のバリア　＝　意識・制度の障壁　　←障害の社会モデル

まちづくり　＝　知る・知らせる・話し合う・動く・変える

憲章

設立のきっかけ

ボランティア　「プラン・ドウ・チェック」のバランスがとれたボランティア活動の推進は？

ドウ
＝役務提供

プラン
＝地域計画・政策提言

チェック＝権利擁護・第三者評価

・７０年代型ボランタリズムと事業型社協・ボランティアセンター

・「がらがらぽん」の新福祉総合計画検討市民会議　http://www.eft.gr.jp/mitakawfpln/

→コミュニティの地域活動計画（社協）、地域福祉計画（市町村）は、どうなっていますか？

心のバリアフリー　ゲストアシスタンスカード　http://www.eft.gr.jp/gacard/
バリアフリーでは解決できない施設利用のためのスペシャルニーズを解決する対人援助サービス

・ハードのバリアフリーに取り残された外見からはわかりにくい障害ある子供たち、特に、長い時間列に並んだりすることがそのハンディゆえに大変困難な自閉症等の子供たち

・

・運動の結果、２０００年４月から東京ディズニーランドで導入

・２００１年９月　ディズニーシーにも、同様の制度が引き継がれる。
・ユニバーサルスタジオジャパンと交渉を重ね、２００１年１２月より導入

・制度の公開と理解を求めて、ゲストアシスタンスカードパートナーズを結成、運動継続中。
サービス開発　　ここだよねっと　http://www.eft.gr.jp/kokodayo/

PHS・GPS利用の位置探索システムを利用した知的障害児（者）支援システム

・身体障害等に比べ、福祉機器の行政対応はほとんどない知的障害・自閉症児・者

・障害のある人の地域での自立生活を支援する「しくみ」が必要（安全・自立生活を育む・災害時の対応）

・障害児家族を中心にメーカーの協力を得て実証実験、マスコミと市会議員の応援を得て、三鷹市・武蔵市の制度として採用される。（東京都先進的福祉事業となる）

・他地域との連携支援（東京都港区、神奈川県横浜市、東京都杉並区）、災害弱者対応システムへの組み込み、ガイドヘルプ支援機器（位置探査・カメラ・スピーカー付？）としての発展を目指し運動継続中。
地域福祉　地域こそ基礎構造改革を

福祉多元主義

  
=商業主義ではない真の消費者主義の実現

本人主体（措置から契約へ）
＝行政の役目がパターナリズムからアドボカシーへ

地域福祉



＝地域（行政・サービス事業者・市民）が変わること

親の会　その制度疲労

新しい親と親の会のありかたと事業を考える＝支援者としての親

入所施設建設運動と表裏一体の作業所建設運動を核にしてきた「地域の」親の会の活動


安いコストと親の生きがいと収入・・「協働」という名の「野合」

役員の高齢化とセミプロ化・・学齢期の親と成人した親の考え方やニーズの違い

権利擁護や生活支援の観点は乏しく、当事者主体は恐怖ですらある？


「事業体？それとも運動体？」（利用者サイドからの支援費論議の不在）


障害区分を超えて・本人活動と親の会活動


行政・事業者・当事者・親の垣根を超えた当事者主体のネットワークの要として


当事者の自立生活センターに相当する親の会のありかたと事業は？

→　生活支援センター＋権利擁護センター＝リソースセンター

アドボカシー　サービス利用支援事業　「知る・選ぶ・護る」
１　利用者主体と消費者主義の障害福祉の推進

２　利用者・サービス事業者・行政間の支援ネットワークの形成

３　多様なチャンネルによる利用者支援と権利擁護のための地域基盤整備

※障害者ケアマネジメント従事者研修終了者でサービス調整会議を実行し、市民と当事者がイニシアティブをもった行政・サービス事業者・市民当事者のネットワークを作る。
サポート研（特定非営利活動法人　全国障害者生活支援研究会）http://www.eft.gr.jp/support-k/
心のバリアフリー市民会議　　http://www.eft.gr.jp/kaigi/
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　私たちは，障害をもつ人が普通に暮らせる"まち"をつくります。そのために"心のバリアフリー"を共通の目標にかかげた種々の活動にとりくんでいきます。
　多様な価値観が混在し，生活の個別化が進んだ現代の社会では，たとえ身近な人どうしであっても，お互いの考え方や置かれた状況を理解しあうことがむずかしくなっています。これが自分とはちがう個性をもった人に対する想像力の源泉を奪う結果にもなっています。私たちがみずからの心の中にもっているバリア（障壁）を取り去っていくには豊かな想像力をもつことが不可欠です。誰もが気軽に話し，ともに考え，新しい友だちをつくることは，自分とは違う個性に対する，あるいは私たちが暮らす社会全体への想像力を育てる有効な手段であり，"心のバリアフリー"への近道であるにちがいありません。豊かなコミュニケーションを通じて互いを理解しあうこと，そうして"心のバリアフリー"が現実のものとなることは，だれもが互いを尊重しあって暮らしあえる"まち"をつくる第一歩です。
　"心のバリアフリー市民会議"はここに私たちの"まちづくり憲章"を制定し，障害をもつ人もそうでない人もともに暮らしあえるまちづくりに向けた理念を共有したいと思います。

障害あるひとに対する市民・民間企業・行政からの理解を深め、障害当事者及び家族等と市民の生きた交流を促進することにより、障害あるひとも安心して暮らせる「まち」（コミュニティ）をつくりあげることを目的とする市民団体です。
自閉症をもつ青年が警察へ連行された事件を機に、武蔵野・三鷹周辺市民（福祉教育関係者、障害もつひとの親、障害の当事者、ボランティア活動家、そして関心もつ人）が集まり、武蔵野市市民社会福祉協議会の後援をうけて、２０００年５月１４日に発起しました。

啓発と交流の事業の開催
年に３・４回の予定で、障害の理解と交流のイベントを開催する。

広報活動
年４回の会報の発行、日常的な当事者への支援・緊急調整・情報収集のためのホットラインと電子掲示板、メーリングリストを含むインターネットサイトの開設・運営。　　・・・サポーター登録をされたかたには、会報が送られます
部会活動(活動開始順)

語ろう会


障害のあるひともないひともなんでも話し合う会

行って見るかい？

障害関係施設や活動に対する出張学習研修会

ガイドブック部会

学齢期障害児の為のリソースブック作成（日本社会福祉弘済会助成事業）

アドボ会


地域障害福祉権利擁護研究および権利侵害ホットラインの運営と支援活動

理解教育分科会

障害に対する理解教育のためのサポーター活動

事務局　180-0001東京都武蔵野市吉祥寺北町4-11-16デイセンター山びこ内　心のバリアフリー市民会議
電話　0422-54-5102  FAX  0422-54-5192   E-mail   hotline@eft.gr.jp
心のバリアフリーホットラインはこちら！
障害あるひとやその家族が人権の侵害をうけた、という当事者もしくは家族の方等からの緊急相談うけます。

E-mail   hotline@eft.gr.jp　　　　携帯電話　０９０－３３１５－３１１３
会則、活動内容、イベント報告、運営委員会議事録、電子掲示板への参加等はhttp://www.eft.gr.jp /kaigi/へどうぞ
私たちといっしょに活動しませんか！　世話人（活動会員）入会随時受付中！

今後の親の会のありかた検討委員会（案）
●委員会の趣旨

三鷹市心身障害者（児）親の会内において設立された諮問委員会として、応募委員が今後の親の会のありかたについて会則改正を含む企画案を作成し２００２年総会にて提案します。

●活動スケジュール

第１期を２００２年３月末までとし、委員会で検討した結果、５月総会にて検討結果の提案をおこないます。

検討においての考えかた
　今、障害のある人も社会の一員として、地域で必要なサポートを選択し、あたりまえに暮らしてゆく時代を迎えようとしています。そのためには、それぞれのニーズがかなう質の高い福祉サービス施設の充実はもとより、障害当事者の地域生活全体を支えるしくみとして、学び・働き・住み・余暇を過ごすための個別サポートの充実、必要な福祉サービスを選択し、きちんとそれを使いこなす、なければそれを創造することまで含めたしっかりした福祉サービス利用支援が必要になります。

生活支援と権利擁護を軸として、障害のある人の人格と自立を尊重し、同じ地域の市民として人間としての当たり前に暮らす権利と環境を守り、必要な福祉サービスを獲得し作りあげることに全力を尽すための、これからの親の会のありかたを検討したいとおもいます。
テーマ

テーマ１　　情報収集　

○全会員アンケートの実施（今回同封したものです。ご協力お願いします！）

○関連主要各団体・事業者・行政からのヒアリングの実施

テーマ２　　運営主体の検討
下記目的を適える親の会の運営主体について、NPO法人等を念頭においた検討をおこないます。

○運営の公平・透明・客観性の保障
○行政・サービス事業者との対等な関係
○生活支援と権利擁護活動のための主体の確立

テーマ３　　事業について
生活支援・サービス利用支援を軸に下記事業等について検討をおこないます。

○会員のおこなう地域生活支援事業一般の支援（地域療育・余暇活動・ガイドヘルパーコーディネート等）

○サービス評価・支援事業の運営（サービス第三者評価・情報提供・利用支援・苦情対応等）
○生活支援センター（地域療育等支援事業）の運営

テーマ４　　会員拡大について
○会員増加策（若年層会員の実質参加の拡大を含む）の検討

○他の障害分野との連携や当事者会についての検討

テーマ５　　第一作業所のあり方について

○親の会として第一作業所に望むことを考えます。

○親の会と第一作業所の期待される関係を考えます。

テーマ６　　規約改正について

上記の各テーマの検討結果を踏まえ、２００１年臨時総会提出案の範囲での当面必要な規約改正案およびありかたの検討においてすぐに必要となる規約改正案について、２００２年総会にて提言する。
障害児・者福祉サービス利用支援事業　(計画)　　　　
　　   2002.1.25

実施団体

心のバリアフリー市民会議（アドボ会）

実施期間

平成１４年４月～平成１５年３月

対象

「（仮）中央線吉祥寺三鷹武蔵境福祉圏域」（武蔵野市・三鷹市）の当事者・家族・事業者

助成財団

（財）社会福祉・医療事業団（高齢者・障害者福祉基金地方分助成）予定

事業目的

１　利用者主体と消費者主義の障害福祉の推進


２　利用者・サービス事業者・行政間の支援ネットワークの形成


３　多様なチャンネルによる利用者支援と権利擁護のための地域基盤整備

平成１５年度の障害福祉サービス制度の支援費化を控え、様々なライフステージに渡る利用者が障害種別や価値観を踏まえた多様なニーズを抱えるサービスの当事者に対する情報提供およびエンパワメントが必要である。さらに地域における拠点となる生活支援センター及び障害ケアマネジメント従事者・ピアカウンセラー・生活支援コーディネーター及び行政とサービス事業者のネットワーク作りが基盤整備として急務である。

当会は、当事者のアクセシビリティの高い利用支援サービスを、セミナー・ワークショップ・個別相談の三形態で提供することを通じ、武蔵野市・三鷹市を中心とした利用者・サービス機関・行政のサービス利用支援地域ネットワークの構築によって、支援費制度導入後の障害児・者地域福祉の基盤整備のための事業を行いたい。

事業内容
１サービス利用支援セミナーの開催（７月・１１月　　２回予定）


当事者や家族に対するサービス利用のための制度及び権利擁護について


第一回　基礎編　


第二回　応用編　


講師３名　参加者１００～２００名規模

２サービス利用支援ワークショップの開催（９月・１月　　２回予定）

当事者や家族に対するセルフアドボカシ－とエンパワメントのために



インストラクター５名　参加者２０名規模

３　サービス利用支援個別相談（毎月：電話インテーク後、担当者・場所・日程調整面談）

市への相談事項
１　事業の後援・共催等について

《後援（共催）希望団体》武蔵野市、三鷹市、武蔵野市民社会福祉協議会、三鷹社会福祉協議会、武蔵野市福祉公社　《協力希望団体》　　武蔵野・三鷹市内のサービス事業者・当事者会・親の会等

２　広報について

障害手帳保持者全て（高齢者の介護保険対象者除く・精神等の手帳未取得者対応要検討）

３　個別相談事業について

相談場所提供・相談業務への協力（生活援助センター　びーと　及び　障害者生活支援センターインみたか　を想定）

４　サービス調整会議について

平成１５年度より本格実施のケアマネジメント本格実施のための試行事業として、また、平成１４年度中に現実にセミナー、相談事業等で発生するであろう個別問題への対応の場として。
まちづくり憲章
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